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大池見山台

　大池見山台では地域の方々の交流の場とし
て、毎月第１日曜日 14:00 ～ 16:00 見山台自
治会館にて「喫茶みやま」を開催しています。
　当初、見山台が開かれた時は、皆働き盛りで
忙しく活動の場が多くありましたが、それから
二十数年、子供たちが巣立ち、活動の場が限ら
れ、見山台の立地は、進入路が 200 数十段の
階段で、坂下にバス停ができたものの、高齢者
は車前提です。そんな中、地域の人々の交流の場として、６年前「喫茶みやま」が
立ち上がりました。

　当初ボランティア１４名で始まった当会も、今では毎回４０名近くの
参加者の集う会と成長しました。会費 150 円で体にやさしい和洋菓子と
本格ドリップコーヒーをいただけ、クイズを楽しみながらも、オレオレ
詐欺防止の講習など、高齢者に役立つ情報があります。２か月に一度、
谷上あんしんすこやかセンターの方が来られ、高齢者の介護相談コーナ
ーを設けています。
　初めての来店で緊張しながら入り口を入ると「いらっしゃいませ」と
元気な声に迎えられ、和やかな雰囲気で笑顔になりました。ほとんどの
方が毎回の参加で「ここに来ておしゃべ
りするのが楽しい。笑いがある」そして

暮らしに役立つ情報が得られるとお声をお聞きしました。会館には
Wi-Fi 設備もあるので他地域の方とリモート会談もできればさらに情報
交換ができるのではという意見もありました。女性目線では、季節に合
わせたテーブルクロス、飾り花が置かれ、素敵なエプロンをされたボラ
ンティアの方の温かい気遣いも伝わってきました。玄関では靴の間違い
防止用手作りクリップ留もかわいかったです。顔の見える関係でつなが
る集いの良さを実感しました。　　　　　　　　広報部（見山台）村尾
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　４月２９日（祝）に、学校施設開放運営委員会
主催の「はなやまスポーツクラブ合同体験教室」
が花山小学校で開催されました。
　「４年ぶりとなる開催、新たな会員の獲得も兼
ねて地域の交流の輪を広げたい」と森茂樹会長。
　体育館では花山剣道会・花山卓球クラブ・花山
体操クラブ、運動場では少年少女サッカー「ＦＣ
ウィングス」・少年野球「花山シャークス」のク
ラブ体験が行われました。
　最後は、児童が４チームに分かれ、ドッジボー
ルで盛り上がりました。
　スタンプラリーや体力測定コーナーにバザーの
設置、青少協からは手づくりケーキのオープンカ
フェも出店され、♪ここ花山の学び舎に明るい声
♪がひびきわたり、クラブ間・地域間の交流が図
られた半日でした。
　　　　　　　　　　　　　　　広報部　由田
　　　　　　　　　　　　　　　　撮影＊向井 第7 1号
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　毎年、５月～１０月にかけて、マムシの活動が活発
になります。この花山地域は山に囲まれた自然豊かな
地域で、マムシの生息地となっており、頻繁に出没情
報が寄せられています。最近では、中尾台から大池へ
と繋がる橋付近でマムシの目撃情報があり、その橋は
大池中学校への通学路にもなっています。
　不用意に草むらや山林に入らないよう、各ご家庭で
も注意喚起をお願い致します。

実際に中尾台から大池へ
の橋で目撃されたマムシ

◆マムシの特性
　全長４０㎝～６０㎝。頭部が
三角形のものが多いのが特徴。

◆咬まれた場合の症状
　血が止まりにくくなる、筋肉
の腫れ、壊死、血管拡張、血圧
降下、視力低下など。

◆マムシを見かけたら
　マムシ（毒ヘビ）等を発見した場合は、絶対に近づ
かずそっと離れましょう。

◆マムシに咬まれてしまったら
　慌てず安静にし、傷口より心臓側を布などで縛る
か、傷口を心臓の高さより下にする。
　治療の判断に必要なので、ヘビの特徴を覚えてお
く。可能なら写真を撮る。
　これらの処置を行っている間に、救急要請（119 番
通報）をしましょう。
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花山体操クラブ
　今回は『花山体操クラブ』を取材して
きました。
　花山小学校の体育館に入ると、マット
や跳び箱・ 大きなトランポリンを使って指導
者の方が子供たちとコミュニケーションをと
りながら、ひとりひとりの個性に合わせて指導
されていました。
　そこで練習終わりにお話を伺いました。
「日常ではなかなか経験できない４メートル幅
のトランポリンを使って楽しく練習していま
す。また学校体育で行うマット 鉄棒 跳び箱の練習もあります。運動が好
きな子、苦手な子、とにかく身体を動かしたい子、どんな子でも楽しく練
習を行います。ぜひ遊びに来てください」とのことでした。
興味のある子供たちはぜひ一度見学に行って跳んでみよ
う！　　　　　　　　　　　　　広報部（中尾台） 山内

　連　絡：相川（０８０－３２１１－８０４９）
　活動日：毎週土曜日
　時　間：13：30～ 14：30
　場　所：花山小学校 体育館
　活動費：月 4,480 円（トランポリン器具レンタル代）

祝 神鉄花山駅 駅舎完成

　活動費：月 4,480 円（トランポリン器具レンタル代）　活動費：月 4,480 円（トランポリン器具レンタル代）

祝 神鉄花山駅 駅舎完成祝 神鉄花山駅 駅舎完成 神鉄花山駅 駅舎完成 神鉄花山駅 駅舎完成 神鉄花山駅 駅舎完成 神鉄花山駅 駅舎完成 神鉄花山駅 駅舎完成 神鉄花山駅 駅舎完成

　３月２５日（土）に、花山駅の駅舎完
成記念式典が、晴れやかに行われました。
　やまびこ幼稚園の可愛い園児による花
束贈呈や、大池中学校の吹奏楽部による
演奏が式典に華を添えました。
　向井委員長も地域住民を代表して、祝
辞を述べさせて頂きました。
　　　　　　　　　　　　広報部　向井

幸陽町自治会
徳田会長

　幸陽町自治会長就任
から一カ月あまり。想
定していた以上に多忙
な役職、これが率直な
感想です。連日メール
や電話、封書で案件が
舞い込み、仕事やプラ
イベートもままなら
ず、ストレスは増すば
かりです。
　とは言え町内では

様々な問題を抱え、なかでも住民の約半
数が６０歳以上と、高齢化の進行が深刻
であり、このままでは近い将来、自治会
の運営は一層厳しくなると容易に想像で
きますが、役員の負担も大きな課題で
す。
　自治会運営を安定的に継続し、幸陽町
を住みよい街へ。そんな思いを胸に、山
積する課題と向き合ってまいります。

見山台自治会
半田会長

　大池見山台は、神戸
市の高齢化比率 No.１
（約４８％）を戴き、
空き家、空地率も増
加、自治会員の脱会者
も３６軒（会員 241
軒）と急速に増大問題
化しています。
　今、全国的にも自治
会の在り方が問われて

いますが、自治会脱会者の急速な増加
に対して、目立った対策を講じて来な
かったことです。
　令和５年度の自治会として、解決す
べき課題として３点を基本方針としま
す。
①なぜ自治会が必要か？何のためにあ
　るのか？この時代に合った自治会理
　念を全住民で考え積み上げていきた
　い。原点に帰る。
②自治会脱会者の完全復元化。
③作業軽減と効率化コスト削減を求め
　て、自治会活動のデジタル化を推進。

花山手自治会
吉田会長

　私は１年前に花山
中尾台に越してきま
した。学生時代を神
戸市で過ごし、海・
山・街が一体となっ
たこの地が大好きで
結婚を機に帰ってき
ました。会長として
約２カ月様々な会議
に出席し、どのよう

な想いで花山手の歴史が紡がれてきた
のかを勉強させていただきました。年
齢や性別などに関わらず、全ての住民
が安全で健康で楽しく過ごせる街づく
りに貢献したいと思います。
　住民の皆様にはご理解ご協力をお願
いすることが都度あろうかと思います
が、上記のような意志を堅持し今年一
年精一杯、会長としての責務を果たし
てまいりたいと考えておりますので今
後ともよろしくお願いいたします

令和５年度




